
赤阪正純 (httpソフinupri web fc2 com)

ヒ,■ t萌ド1ミ

3デ疑ι■3‐

しいうた味ιす

これから証明しますが,″ =α″2+♭″+。 の場合の証明はちよっとメンドウなので,y=″ 2の場合で

証明したいと思います つまり,υ =,2上の2点 A(α ,α
2),B(β,β2)に おける接線を考えます

Mの座標について ″温 権 しれ・ M(・
4肇
旦,0となりますこの

結果はあくまでも y=“2の場合であって,一般的

な υ=α
“

2+b″ +cの場合の υ座標はこんなに
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S2の面積について

直線 ABの方程式は

υ
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点 Aに おける接線の方程式は,υ
′=2,よ り,

υ
_α2=2α

(″ ―α)∴ υ=2α″―α2

同様にして,点 Bにおける接線は,υ =2β″―β2

したがって,交点 Mは連立方程式
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①②より,

2α″―α2=2β″―β
2

2(α ―β)″ ―(α
2_β2)=0

2(α ―β)″ ―(α tt β)(α ―β)=0
(α ―β)(2″ ―(α +β))=0

αキβより,2″ ―(α +β)=0

υ_α2=(α +β)(″ ―α)

∴ υ=(α tt β)″ ―αβ

って ,

辛席
よゆぅ

″
　
綱

′

　

十

一　
　
　
″】　̈

の

　

一

十
　

メ

れ
ず

一一　

　

〓

Ｓ

∴ ″=学 ←

笏 なお υ座標も求めておく

χ落猾・ 呟ξ、
と,① に代入して

放物線 y=α ノ 十 ι″+OLの 異なる 2点

″=α , βにおける接線の交点をMと する

と,Mの ″座標は

″ =学

また図のように Sl,S2を 定めると
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Sl=」呼多(β ―α)3,

つまり,

Sl:S2=1:2

が成立する
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Slの面積について

まず初めに,次の公式を証明しておきます
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この公式を利用して Slの面積を計算してみよう
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珍注 こう言ってしまうと身も蓋もないんですが,現実問題として,セ ンター試験など答えだけでよい人

学入試問題でこのことが出題されるとは到底思えませんし, またいわゆる難関国公立大学の記述試験でも出

ケー人や
イ■7ユ|か _

醜 ハ,L千行に
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珍注 この計算過程から,右上図の斜線部分と点線部分の面積が,α とβに関わらず等しいことが分かり

ます

例 題 放物線 υ=″2_4″ +3と , この放物線上の点 (4,3),(0,3)に おける接線で囲まれた図

形の面積を求めよ

考え方 答えだけで良ければ面積は一発で求まります つまり,S=t(4-0)3=1会 で終わ り 接線

を求める必要も全くありません しかし, これで終わってしまうとあまりにもあっけなくて出題者に申し訳

ないので,記述式のテス トでは, この公式はあくまでも検算用にとどめ,途中の式を (あ る程度は)き ちん

と書くべきです 式をきちんと書いて,最後の最後で公式をコソッと使 うのがベス ト

O υ
′=2″ -4よ り,点 (4,3)に おける接線は,υ -3=4(″ -4) υ=4″ -13 r03

点 (0,3)に おける接線は,υ -3=-4(″ -0)● υ=-4″ +3
接線の交点の ″座標は,4″ -13=-4″ +3よ り″=2

題の可能性は低いと思います つまり,そ の程度の公式だということです
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